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	1. 1
GL13：移動の自由と国境管理
グローバル化と生活
Ver.2022SS
  


	2. テーマ: 正義と移民
1. 難民・移民の区別
2.  理論：国境管理と＜移動の自由＞
3. 日本の移民政策とその問題
2
 


	3. 1. 難民と移民の区別
3
  


	4. 国境を越える人の移動
難民
送り出し国 受け入れ国
移民
4
旅行者・留学生
  


	5. 難民：＜自発的でない＞移動
移民：＜自発的な＞移動
*ただし実態ははっきり区別できない場合が多い
5
  


	6. 6
グローバル正義とその背景
・国際秩序の変化（1970年代〜）
＜グローバル化＞や＜非国家主体＞の台頭
・科学的知見の発見
地球温暖化の深刻さ、技術革新による資源開発
→国境を越えた衝突を調停するルールの必要性
＝＜グローバル正義＞
難民とは？
「難民の地位に関する条約（難民条約）」（1951年）(1)
当初の目的：独裁国家からの政治的亡命者の保護
→＜迫害を受けるおそれ＞という要件
現在の目的：戦争や内戦で生活基盤を失われた人々の保護
→上記の要件に対して柔軟な解釈
・人権保護に関わる難民受け入れについて理論的な論争はなし
・各国は誰を難民として認定するのかの裁量が認められる
・各国の＜難民認定制度＞は適切に機能しているのか？
• • •  •
 


	7. 7
グローバル正義とその背景
・国際秩序の変化（1970年代〜）
＜グローバル化＞や＜非国家主体＞の台頭
・科学的知見の発見
地球温暖化の深刻さ、技術革新による資源開発
→国境を越えた衝突を調停するルールの必要性
＝＜グローバル正義＞
日本の難民認定制度は？
(1) 認定自体の問題
先進国のなかで異常に低い認定率(2)
a. ＜個人として迫害を受けている＞という厳格な解釈
b.  認定する側の非専門性
(2) 認定プロセスの問題
・認定プロセスの煩雑さと長期化
・収容施設での非人道的な扱い
 


	8. 8
  


	9. 9
グローバル正義とその背景
・国際秩序の変化（1970年代〜）
＜グローバル化＞や＜非国家主体＞の台頭
・科学的知見の発見
地球温暖化の深刻さ、技術革新による資源開発
→国境を越えた衝突を調停するルールの必要性
＝＜グローバル正義＞
移民とは？
国連の報告では「１年以上の居住が目安」(3)
・経済移民（単純労働者／高技能移民）
→正規移民(regular migrants)
非正規移民(irregular migrants)
（パスポート・ビザなしでの密入国、入国後の在留許可切れ)
・人権保護に関わらない移民受け入れは理論的な論争あり
・国家は移民を管理することが認められるのか？
→国家の＜移民政策の根拠と妥当性＞は？
  


	10. 移民政策では何が論点になるのか？
(1) 国境管理のあり方
ーー「一方的に管理してよいの？」
(2) 社会統合のあり方
ーー労働環境、国籍付与、外国人参政権
10
  


	11. 2. 国境管理と＜移動の自由＞
11
  


	12. 移動の自由とその制限
国家A 国家B
就労目的の移民
国家は国境管理を通じて＜移動の自由＞を制限する
12
  


	13. 国境を越える移動に関する直観
国家は＜移動の自由＞を制限してもよい
国境管理：国家が滞在・就労の条件を設定して国境を
越える人の移動を管理統制する政策のこと
13
  


	14. 国内の移動の自由
大阪府 東京都
就労目的の転居
地方自治体が＜移動の自由＞を制限することはない
14
  


	15. 国内における移動に関する直観
国家や地方自治体は＜移動の自由＞を
制限してはならない
15
  


	16. ジョセフ・カレンズ(Joseph Carens)
正義と国境を越える移動についての研究（1980年代後半〜）
(1) 国境管理は当然視されているが、こ
れは再検討するべきである。
(2)  国境管理は入国を希望する＜移民の
自由や機会＞も配慮するべきである。
(1)・(2)は「国内における移動に関する
直観」を問い直すことで明らかになる
J.カレンズによる移民正議論(4)
16
 


	17. 復習スライド
コスモポリタニズム
国際社会
国内正義を導出するベーシックな議論がそのまま
国際正義として拡大適用できるのか？
ステイティズム
17
国内社会
  


	18. 国境を越える移動に関する直観
＜移動の自由＞：制限してもよい
国内における移動に関する直観
＜移動の自由＞：制限してはならない
議論のポイント
18
  


	19. 移動の自由はなぜ制限するべきでないのか？
19
  


	20. 機会の平等
男性
医者になる機会
(ライフ・チャンス)
女性
・男性による機会の独占は「明らかな不正義」
・性別を問わず＜平等な機会＞を保障せよ
20
  


	21. 機会の平等と移動の自由
都会生まれの男性
医者になる機会
離島生まれの女性
・機会へのアクセスには移動が必要になる場合がある
・＜平等な機会＞のためには＜移動の自由＞も保障せよ
21
  


	22. 移動の自由はなぜ制限するべきでないのか？
・自分の生活圏にどんな機会があるのかは運
・移動の自由は＜平等な機会＞のために必要
・移動の自由の制限は＜機会の独占＞を生む
22
  


	23. 近代以前の身分制社会(5)
貴族(武士)
仕事
教育 の機会
結婚
農民
・人生の機会は生まれた身分や場所で決まる
・関所や通行証：＜移動の自由＞は制限される
商人
奴隷
23
  


	24. 現代の国際社会
先進国
仕事
教育 の機会
結婚
途上国
・人生の機会は生まれた国家で決まる
・国境管理：＜移動の自由＞は制限される
先進国
途上国
24
  


	25. ・関所や通行証
特定の身分に生まれたひとが機会にアクセス
することを妨げる
→「不正義」
・国境管理
特定の国家に生まれたひとが機会にアクセス
することを妨げる
→同じように「不正義」
カレンズの議論のポイント
25
  


	26. 結論 (1)
国家による国境管理は当然視されてきたが、
これは「隠蔽されてきた不正」である(6)。
26
  


	27. 移民はどういう機会にアクセスできないのか
27
  


	28. カレンズに対する批判
多くの機会
・先進国と途上国では機会の数は確かに違う
・途上国でも＜適切な数の機会＞は保障されている
適切な数の機会
先進国
途上国
28
  


	29. ・関所や通行証
特定の身分に生まれたひとが＜適切な数の機会＞
にアクセスできないこと
→明らかな不正義
・国境管理
途上国に生まれたひとが先進国で＜多くの機会＞
にアクセスできないこと
→不正義ではない
カレンズ批判のポイント(7)
29
  


	30. ＜適切な数の機会＞へのアクセスが保障され
れば十分あると考えるのは間違っている
批判に対する応答
30
  


	31. あなたの場合：なぜ適切な数では問題なのか？
受験大学
就職先
結婚相手
あなたは、与えられた機会から選択するのではなく、
自分で描いた可能性にチャレンジしたいと思うはず(8)
両親が保障する機会
選択するあなた
31
  


	32. 移民の場合：なぜ適切な数では問題なのか？
移民もまた、与えられた機会から選択するのではな
く、自分で描いた可能性にチャレンジしたいと思う
途上国が保障する機会
選択する移民 教育
仕事
結婚
32
  


	33. ・関所や通行証
特定の身分に生まれたひとが＜自分の可能性に
チャレンジする機会＞にアクセスできないこと
→不正義
・国境管理
途上国に生まれたひとが＜自分の可能性にチャレ
ンジする機会＞にアクセスできないこと
→これもまた不正義
応答のポイント
33
  


	34. 結論 (2)
国境管理は、移民は自律的に生きる機会へのア
クセスを妨げているという意味で不正である(9)
34
  


	35. ・国家は国境管理の＜権限＞があるという議論もある(10)
・カレンズも国境管理を撤廃すべきとは主張してない(11)
・カレンズの議論が正しければ、国境管理は、国境の内側
の自由や利益だけでなく、外側の自由や利益も問題になる
と言える
35
  


	36. 3. 日本の移民政策とその問題
36
  


	37. 政権与党
支持母体(1)
財界
低賃金労働力として
受け入れは歓迎する
支持母体(2)
保守層
難民・移民を問わず受
け入れは歓迎しない
政権与党のスタンス
「外国人労働者」は受け入れる（e.g. 入管法改正で在留資格の拡大）
「永住する外国人」は受け入れない(＝移民政策ではないという建前)
  


	38. 38
  


	39. 国家A 国家B
国境を越えて移動する人々
国境管理ないし移民受け入れは、人生を選び取
りその可能性にチャレンジする機会に配慮せよ
移民政策はどうあるべきなのか？
39
  


	40. 労働力
が
不足している特定の職種に就労することを条件
に外国人の一時的な滞在を許可する制度
e.g. 技能実習制度、特定技能制度(11)
• 転職の自由はなし
•  滞在期間の上限3〜5年
• 家族の呼び寄せは不可
• 労働時間超過やハラスメント（受け入れの会社による）
外国人一時的労働者の受け入れ制度
40
 


	41. 何が問題なのか？
41
(1) 最低限の自由や機会すら認められていない
(2) 日本社会で＜自分の可能性にチャレンジする機会＞がない
→当事者が同意しているならよいのでは？
・発言権がないので同意しているように見えるだけ
・たとえ同意していても問題のある労働環境であるといえる
→ではどうするべきなのか？
・労働環境の改善（検討中）
・移民にどこまでどこまで自由や機会を保障するか？(12)
・すぐ国籍を与えろという議論ではない
ーー労働環境、国籍・永住権、外国人参政権
  


	42. 移民と正義
・分配的正義（平等な機会と移動の関係）
・社会構造の問題
42
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